フォクシングの形状分類法の考察および修復処置に関する研究 by 平野 はな子
  
氏       名 平
ヒラ
 野
ノ
 はな子
コ
 
学 位 の 種 類 博 士 （文化財） 
学 位 記 番 号 博  美  第  267 号 
学位授与年月日 平 成 21年 ３ 月 25日 
学位論文等題目 〈作品〉東京芸術大学所蔵 五姓田義松「風景」、曽山幸彦「靴を履く闘士」
の調査・修復 
 〈論文〉フォクシングの形状分類法の考察および修復処置に関する研究 
論文等審査委員 
（主査） 東京芸術大学 教 授 （美術学部） 木 島 隆 康 
（論文第１副査）    〃  〃 （  〃  ） 稲 葉 政 光 
（作品第１副査）    〃  〃 （  〃  ） 佐 藤 一 郎 
（副査）    〃 名誉教授  歌 田 眞 介 
 
 
（論文内容の要旨） 
 
研究目的および研究概要 
 本論文では、素描や版画などの紙作品に生じるフォクシングの形状を、過去に公表された分類方法を
もとに再考し、新たな形状「ドーナツ（Doughnut）」を提案した。その上で、フォクシングを有する紙作
品に対し、フォクシングの発生要因の考察を含めた具体的な調査を行ない、修復過程において漂白等の
処置を施すことにより、フォクシングがどの程度改善できるかを、その分類種別ごとに定性的にまとめ
たものである。 
 フォクシングとは一般に、紙に生じるきつね色をした変色、褐色斑点のことを指しており、日本にお
いてはフォクシングあるいは星と称される。フォクシングが書籍や絵画の紙に発生することは稀な現象
ではなく、図書館や博物館、美術館などで保管されている所蔵品展示の際、鑑賞の妨げとなることも多々
見受けられる。また、フォクシングの発生原因に関して、過去に様々な分析・研究結果が報告され、金
属起因説や黴起因説などが有力説となってきた。しかしながら、未だ明確な答えを得ることができてい
ない。また、フォクシングに関する調査や修復、分析などの議論を進める際、「フォクシングに該当する
かどうか」という根本的な問いから始められることもしばしば起きていることから、フォクシングに対
して共通認識を持つことが重要となる。 
 フォクシングの判断基準やフォクシングの形状分類に関して、これまでにCainとMillerが、1984年に
論文“Proposed Classification of Foxing”を発表した。彼らは論文の中で、可視光・紫外線光下での
形状や色を基準にし、フォクシングを大きく４つに分類した。これら４つは、Bullseye（目玉）、Snowflake
（雪片）、Offprint（複写）、Shadow（影）と名付けられているが、そのうちOffprint、Shadowに関して
は、フォクシングと混同しやすい異なる種類のものとして位置づけている。この論文は、米国保存修復
学会によって発行された“Paper Conservation Catalog”の中でも述べられており、現在でも活用され
ていると推測される。しかし、彼らの行なったフォクシングの分類は、言葉による表記のみであるため、
具体的かつ共通のイメージを持つことが容易ではない。本論文ではフォクシングの様子を画像として記
録し、比較を試みることで、フォクシング議論をより活発にする一助とするとともに、CainとMillerの
分類法に属さなかったフォクシングを、新たに再分類することを試みた。 
 その他、フォクシングの発生には、様々な要因が推定されるため、フォクシングが生じた紙の繊維組
成や、保管環境、製紙された年代、製紙業の変遷にも焦点を当て、観察を行なった。さらに、フォクシ
 ングを有する素描や版画を対象に修復を行ない、漂白等を含む処置の結果、再分類した形状ごとに、ど
の程度の改善効果が得られたのかをまとめた。 
 
研究内容と結果 
 研究内容と結果を、「フォクシングの形状分類」、「フォクシングの発生状況と発生要因」、「フォクシン
グを伴う紙作品の修復とフォクシングの形状観察」の３つの項目に分けて以下に記す。 
 
１．フォクシングの形状分類 
 フォクシングの形状分類調査を実施した作品は、東京藝術大学大学美術館、アメリカ議会図書館、フ
リーア・サックラーギャラリー、カーネギー美術館の所蔵作品、計83点とし、CainとMillerによる調査
方法と同様、可視光と紫外線光下での観察を行った。調査作品には、浮世絵の他、明治期に活躍した渡
辺幽香や五姓田義松らにより描かれた素描、James McNeil Whistlerによるエッチングやリトグラフなど
が含まれている。調査の結果、CainとMillerが述べている分類の他に、紫外線光下に於いて外周が紫外
線吸収を、中央が蛍光反応を示すフォクシングが確認されたことから、この特徴を持ったフォクシング
をその形状から「ドーナツ（Doughnut）」と名付け、分類５とした。そして、分類３と４に該当しないし
みを「その他（Others）」と名付け、分類６とした。さらに、分類の混在の程度を調査した結果、１－Ｂ
は、同一作品内で単独で発生する一方、分類１－Ａ、２－Ａ、２－Ｂの３つは、互いに混在して発生す
る割合が高かった。 
 
２．フォクシングの発生状況とフォクシング発生要因 
 この章では、フォクシングの形状分類調査を行った作品に対し、フォクシングの発生状況の相違、作
品の保管環境、製紙状況などに焦点を当て、作品観察や文献調査から得られた情報をもとに、フォクシ
ング発生要因について考察した。その結果、東京芸術大学大学美術館で調査した明治期の素描の大多数
が国内で生産された紙であることが判明し、特に稲藁を含む繊維組成を持つ作品（五姓田義松や渡辺幽
香の素描）に、フォクシングが多数発生している傾向が認められた。さらに、これらの稲藁を含んだ紙
を製紙の歴史と照らし合わせると、五姓田や渡辺が活躍した時代と、稲藁を原料とした紙を生産し始め
た年代と重なることが明らかとなった。同一制作者によって描かれた素描で、同一マットに長年保管さ
れてきた作品にも関わらず、繊維組成の違いによってフォクシングの発生程度に大きな差が表れたこと
は、これらの作品のフォクシングの発生要因が当時の製紙方法の違いにあるとの考えに至った。それは、
日本における洋紙製造の歴史は明治初期に始まり、欧米に倣い、当初は木綿ボロを製紙原料としていた
が、生産コストが割安な稲藁へと移行していった経緯があり、試行錯誤が続けられた結果、紙の質に差
が生じた当時の製紙状況があったためである。 
 
３．フォクシングを伴う紙作品の修復とフォクシングの形状観察 
 最後に、フォクシングが生じている作品６点を対象に修復を行い、漂白等の修復処置を施すことによ
り、どの程度フォクシングが改善できるかを、形状ごとに観察した。作品は、アメリカ議会図書館が所
蔵する鳥文斎栄之の浮世絵「後向きの官女図」と、Jan [Johan] Sadeler Ⅰによるモテット（宗教曲）
版画、東京芸術大学大学美術館が所蔵する曽山幸彦の「靴を履く闘士」と、五姓田義松の素描作品「風
景（№１、№２、№３）」である。処置では、６点それぞれの損傷状況に応じて、過酸化水素水、水素化
ホウ素ナトリウム水溶液、サンブリーチ、キレート剤（EDTA）使用によるフォクシング緩和・除去処置
を実施したところ、分類１－Ｂに該当したフォクシングに関しては、他の形状の改善効果と見比べると
いずれも大幅な改善が見られないものが多かった。その他の分類のものは多少の差は生じたものの、大
幅な改善効果が認められた。 
 研究の意義 
 本研究におけるフォクシングの形状分類法の具体例や新しい分類の提示が、フォクシングの原因解明
に貢献することが期待できる。また、本研究の調査で示したように、作品の保管状態や製紙年代、製紙
方法、作品の制作方法が多様であることから、さらに研究を進め、作品保存や修復へのより良い対処方
法の提案へと繋げることが重要である。同時に、すでにフォクシングが生じている作品に対し、適切な
修復処置を施すことは、作品の寿命を延ばし、後世へと作品を残すために不可欠であり、今回行なった
フォクシングの形状観察結果や修復報告が、修復計画を立てる際に役立ち、今後の修復技術の発展の一
端を担うものと考える。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 紙類に発生する斑点であるフォクシングは美術作品の価値を大幅に低下させるため、その修復処置を
求められることが多い。しかし、その発生原因やその化学的性状についてはまだ十分に明らかにされて
いない。 
 本論文はこのフォクシングを修復家の立場から分類し、その漂白処置に対する各分類の反応をまとめ
た実地に役立つものである。 
 フォクシングはMillerとCainによって紙類修復家の立場からその形状により数種のタイプに分類され
ている。申請者は、彼らの分類に従い、東京藝術大学大学美術館、アメリカ議会図書館、フリーア・サ
ックラーギャラリーおよびカーネギー美術館において、フォクシングが発生した作品合計83点の調査を
実施した。その調査においてフォクシングの可視光画像と紫外線蛍光画像を記録していった。その中で
従来の分類に当てはまらない一群の形態があることを見いだし、その形状から申請者は「ドーナツ
（Doughnut）」と名付けた新しい分類を提案している。これは新たな発見であり、本論文における大きな
成果である。また、新分類を含めたフォクシングの代表的な形状を画像で示しており、修復者がこれら
の分類を行うのに役立つ情報も提示している。 
 次に、上記83点の詳細な観察および分析調査を行い、新たに定義した「ドーナッツ」を含めたフォク
シングのタイプとその発生頻度を、フォクシングが生じた紙の繊維組成、保管環境、製紙方法の歴史的
変遷と比較して考察している。これは今後のフォクシング研究の進展に寄与する基本的な情報といえる。 
 最後に、上記調査に用いた一部の実物資料の修復を行っている。これらは、実物資料であり、同一の
作品を用いた詳細な漂白処置の相互比較はなされていないが、化学的分析も含めた通常の保存修復処置
の模索を行っている。実際の処置に必要な事前調査と詳しい処置に関しては付録としてまとめている。
特筆すべきことは、この修復処置において、先に分類したフォクシングのタイプによって、漂白処置の
有効性を定量的に示している点である。これは、作品に発生しているフォクシングを分類することで、
どのような処置が有効であるかを予測することにつながり、実際の修復処置に際して、上記の分類を行
う意義を与えた点でも高く評価できる成果といえる。 
 以上、申請者は紙類保存修復の立場から、フォクシングの新しい分類法を提案し、その分類したタイ
プ毎の各種漂白処置の効果をまとめている。これは紙類保存処置に対する大変有用な情報といえ、博士
の学位を授与するに十分な内容の論文である。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 平野はな子が修復した紙作品のなかで、東京藝術大学大学美術館所蔵のものは、曽山幸彦「靴を履く
闘士」、五姓田義松「風景」№１、「風景」№２、「風景」№３の計４点であり、東京藝術大学大学院美術
研究科博士審査展（2008年12月６日－18日）にはそれら４点が展示された。審査対象作品は、これら４
 点の素描作品である。 
 曽山幸彦「靴を履く闘士」は、制作年が明治14年とされ、工部美術学校在籍時のコンテによる石膏素
描である。彼女の状態調査票によると、周辺部の黄色化、裂け、表面のフォクシング、両面の水染み、
折れ跡が見受けられた。修復処置は、まずサクションテーブルで水洗いされ、水酸化カルシウム水溶液
による脱酸処置が行われた。それにともない汚れの除去も行われた。次に、フォクシングの除去に過酸
化水素水、水素化ホウ素ナトリウム水溶液で、フォクシングの緩和と除去処置が行われている。さらに、
水洗、脱酸処置、圧搾乾燥、正麩糊による補紙、補彩と続き、新調したマットを取り付けられた。本紙
そのものが明色化し、フォクシングもほとんど目立たなくなり、全体に受ける印象も見違えるように改
善された。 
 五姓田義松「風景」№１は細長い横長の鉛筆素描であり、左側に帆船が描かれた入江海岸風景素描で
ある。裏面は左側が瓦屋根の建物、右側が人物クロッキーであり、継ぎ足された画面であることがよく
わかる。「風景」№２は鉛筆素描であり、杭につながれた馬が速写されている。「風景」№３も鉛筆素描
であり、街頭に集う人々を生き生きとスケッチしたものである。いずれも、汚れ、フォクシングが見ら
れ、それぞれの状態は異なるので、寄せ集めて一枚のマットの三箇所に嵌め込まれていた。曽山幸彦「靴
を履く闘士」の場合と同じような処置が行われたが、水洗、脱酸処置には本紙を加湿した後バットに15
分間浸漬している。 
 いずれの作品も慎重に取り扱われ、システマティックに処置が行われている。修復処置の進行状態に
より、随時その作品に適合する薬品の分量が決められ、かつ最小限に使用し、手仕事として確実な方法
がとられていると判断される。これらの修復結果として、一部のタイプのフォクシングに関しては著し
い改善は見られなかったものの、画面全体に発生し鑑賞の大きな妨げとなっていた多くのフォクシング
を、適切な処置によって大幅に軽減したことは、博士取得に相応しい力量を示すものである。 
 なお、論文の付録として、各作品の調査記録、修復記録は詳細に図版入りで説明されていることを付
け加える。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 フォクシングとは紙類に生ずるきつね色をした斑点のことを指す。このフォクシングが書籍や紙類を
支持体とする絵画作品に発生し、展示の際には鑑賞上の大きな妨げとなっている。フォクシングの発生
原因に関する過去の研究報告は多いが、その発生原因とその生成物についてはいまだ不明な点が多く、
保存修復において適切な修復処置を困難にしている。紙類に発生するフォクシングの形状や性質につい
てみるならば、その形体は一様でないことが判っており、すでにMillerとCainによっていくつかのタイ
プに分類され紙類修復の分野で広く利用されている。平野はな子は、彼らの分類に従い、東京藝術大学
大学美術館、アメリカ議会図書館、フリーア・サックラーギャラリー、およびカーネギー美術館におい
て、フォクシングが発生した作品83点の調査を実施している。その結果、CainとMillerの分類に属さな
い新たな形状を平野は独自に見出し、新たな分類「ドーナツ（Doughnut）」を提案している。これは大き
な発見であり、高く評価できる。さらに、新たに見出したフォクシングの再分類とともに注目すべき点
は、CainとMillerの論文でも示されなかった分類別のフォクシングの画像を、平野が初めて本論文で提
示し視覚化している点である。これについても、紙研究者にとって、あるいは紙修復家にとっても大変
重要な画像であり修復現場で直ぐに役立つ情報である。この点についても高く評価できる。 
 次に、上記83点の詳細な観察および分析調査を行い、新たに定義した「ドーナッツ」を含めたフォク
シングタイプと発生頻度を、フォクシングが生じた紙の繊維組成、保管環境、製紙方法の変遷と比較し
て考察している。これは今後のフォクシング研究の進展に寄与する基本的な情報といえる。 
 平野は、上記調査の作品の中から数点選び出し修復を行っている。ここでは、実物試料であり、同一
 の作品を用いた詳細な漂白処置の相互比較はなされていないが、化学的分析も含めた通常の保存修復処
置の模索が行われ、紙修復家としての十分な見識を所持していることも示されている。特筆すべきこと
は、この修復処置において、先に分類したフォクシングのタイプによって、漂白処置の有効性を定量的
に示している点である。これは、作品に発生しているフォクシングを分類することで、どのような処置
が有効であるかを予測することにつながり、実際の修復処置に際して、上記の分類を行う意義を与えた
点でも高く評価できる成果といえる。それとともに、東京藝術大学大学美術館所蔵の曽山幸彦「靴を履
く闘士」、五姓田義松の素描作品「風景（№１、№２、№３）」の修復結果では、一部のタイプのフォク
シングに関しては著しい改善は見られなかったものの、しかしながら画面全体に発生し鑑賞上の大きな
妨げとなっていたフォクシングを、適切な処置によって大幅に軽減した力量も高く評価した。 
 本研究は、２年間のアメリカ留学を加えた計５年間を要している。本人の変わることのない熱意と真
摯な研究姿勢によって成し遂げられたといえる。そして、本研究の結果の一部は、すでに2008年の第36
回アメリカ文化財保存修復学会大会（AIC）で発表し、高い評価を得ている。 
 以上、学位授与に相応しい内容を持った論文と認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
